
29

協同の發見 2004.2 No.139

○イタリア労働者協同組合を見学して

・ 業務研修については非常に力を置いて取
り組まれている。

・ 若い人が社会的弱者の就労や生活支援を
する協同組合にやりがいを感じ民間会社
から引き抜かれて力を発揮している。

・ しかし出資・経営・運営に組合員は大き
くは関与していない。
※カポダルコ「協同組合としての教育は
管理部門のみ実施」※
「理念教育は個々ではやっているが大き
な位置付けでない」
「就労動機は給与、雇用継続、よい仕事、
分配」

・ Ａ７７では組合員･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･利用者の参画
やプロセスに重きを置いていた。

※理事長パウロさん（３６歳）の考え方に
大きなこだわりがある。
「ひとつひとつの課題をこなすのではな
く、そのことを実践する中でその人自
身が社会とどう変わっていくかが大切」

○私たち労協センター事業団のこだわり

・ イタリアの労働者協同組合を視察し改め
て、自分たちの特徴を知った。

・ 全組合員経営、自分の給与２ヶ月分の出
資目標、団会議による意思決定。
⇒小さい単位（事業所）での経営の強さ、
意識の高さ、事業の質、新しい事業への展
開がうまれている。
⇒仕事全体に対する自分の意識の高さに
つながる、所有→責任→意欲。

○現在の日本の若者の就職状況

・ 大量生産、大量消費、大量廃棄のなか仕
事に対する動機付けが弱くなる。

・ 代替製品･代替ｻｰﾋﾞｽが多様にある中、そ
の仕事への動機付けは弱く更に巨大組織
化した会社での断片的な仕事に対しても
就労動機は弱くなる。

・ これらがフリーター、引きこもり、若者
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の離職率の高さにつながる。
⇒仕事＝就職＝お金を稼ぐために会社に
入って仕事をする。
⇒仕事が生活や人生とリンクしない。

○労協センター事業団における若者の
成長

・ 清掃など地域の末端な仕事を若い人も実
際に作業に入り仕事を覚えていく。

・ 働く人が組織全体を常に考える運営をし
てきた（出資・経営・労働）。

・ 高齢者と女性が多く働くなか若者が前線
で交渉や運営の中心を担ってきた。
⇒組織運営の全体像を把握することによ
り主体的な参加を促す。
⇒周りが支えてくれるなか、新しいこと
へ挑戦できる。
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○まとめ

・労働者協同組合の活動は現代の若者に
とって足りない生活実感を仕事を通じて
学び、そして生活も豊かにし、生活が豊
かになることにより更に新しい地域に根
ざした提案を仕事で出せるという好循環
を生みだしているのではないか。

・この好循環が若者の成長を促しその成長
の実感が厳しい労働環境にもかかわらず
若者が就労しつづける動機となっている
のではないでしょうか。


